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土浦小学校は、市内で一番古く明治６年に創立され、１３０年を超える歴史のある小学校

であり、周辺には、土浦城址がある亀城公園、まちかど蔵、博物館等があり、大変恵まれた

環境にある小学校でもあります。しかしながら、現在の校舎は築４３年が経過し老朽化が進

行しております。平成１０年に行われた耐力度調査においても、文部科学省で定められた基

準値以下の結果が出ており、改築の採択基準に達しています。また、現在の教育方針にあっ

た教育環境を整備するには、改築の必要があると判断されました。 

本委員会は、土浦小学校改築にあたり、施設整備と景観の整備に係る課題について意見交

換、検討を行い、その結果を改築構想の策定に活用することにより、教育環境の向上を図る

ことを目的として、平成２１年８月に設置されました。 

本委員会は、学識経験を有する者、学校長、保護者の代表、通学区域の地域の代表、小中

学校長の代表、市職員、その他教育委員会が必要と認める者によって構成されました。 

 

【土浦小学校改築のスケジュール】（予定） 

 H2１年度 H2２年度 H2３年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 

委員会 

基本的な 

方針を 

市へ報告 

改築計画に関す

る整備方針を 

市へ提言 

    

市の計画  基本設計 実施設計 建設工事 建設工事 開校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築検討委員会の様子】 

１ 「土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築検討委員会」の設置 



- 2 - 

 

 

 

土浦小学校の歴史や現状を確認するとともに、土浦小学校改築に伴う建築条件や課題に 

ついて整理を行いました。 

 

（１）土浦小学校の沿革 

土浦小学校は土浦市内でも最も長い歴史のある小学校です。校舎は明治４４年に 

本格的な西洋木造建築を現在の敷地に建設したのを皮切りに、昭和４３年に、現在 

ある鉄筋コンクリート構造の校舎に建替えられています。 

 

   明治 ６年  滝泉寺に第一大学区第二八番中学区土浦町第一番小学を設置 

明治 ７年  新治県師範学校の附属小学校 

明治 44 年  土浦尋常小学校新築 

大正 ７年  土浦尋常高等小学校を開校（４月１５日を創立記念日としている） 

 昭和２２年  土浦市立土浦小学校と改称 

   昭和４３年  ３年次にわたる建設工事が終了し、新校舎が完成、竣工式挙行 

 昭和６０年  プール完成 

平成１４年  創立１３０周年記念式典を挙行 

 

 

 

【開校当時の土浦小学校】 

明治 6 年土浦小学校は、滝泉寺の

建物を利用して開校しました。 

開校時の校名は、第一大学区第二

八番中学区土浦町第一番小学と称

しました。 

 

 

【土浦尋常小学校】 

明治 44 年、当時として他に先駆

けて進んだ西洋建築として、注目を

浴びた新築の小学校でした。 

昭和 40 年に現校舎が改築される

までの 54 年間使用されました。 

２ 土浦小学校の歴史と改築計画に伴う課題の整理 
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【土浦小学校木造校舎写真】 

      写真左側には現在の土浦幼稚園と同じ位置に木造の園舎があり、その 

横には現存する榎木が見られます。また、正門付近には豊かな緑地が 

形成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土浦小学校鉄筋コンクリート造校舎写真】 

     昭和４３年、３年次にわたる建設工事が終了し、新校舎が完成しました。 
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（２）土浦小学校の現状 

土浦小学校の児童数、学級数について将来予測を行い、今回の改築計画の基本的な 

設計条件として整理を行いました。 

 ① 児童数・学級数等 

    土浦小学校の児童数は７５６名（平成２２年５月１日現在）、学級数は２６学級です。  

 ア 児童数・学級数 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特別 
支援 

合 計 

児童数 １３０ １０７ １３９ １３３ ９８ １３４ 15 756 

学級数 ４ ４ ４ ４ ３ ４ ３ 26 

  

 イ 児童数・学級数の推移 

   現在、文部科学省では平成 23 年度から 5 ヵ年計画で 3５人学級が検討されています。

これらを踏まえて将来の学級数を推計しました。 

   さらに、平成 29 年度から 2 ヵ年計画で、低学年の３0 人学級の計画案も立てられてい

ます。 

 

 ●児童数の推移 

年度 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 

児童数 741 745 750 744 720 727 721 715 716 701 699 690 681 

 

 ●学級数（１・２年：1 学級３５人 ３～６年：1 学級 40 人） 

年度 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 

学級数 23 22 23 23 22 23 22 22 21 20 20 20 20 

 

 ●学級数（１・２年：1 学級３０人 ３～６年：1 学級３５人） 

年度 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 

学級数 24 26 25 25 25 25 25 24 24 24 24 24 24 

 

※平成２２年度以降の土浦小学校の児童数等の推計調査（平成 21 年 5 月調査）に基づく、 

クラス替えが可能な通常学級の推計児童数より学級数を算出。ただし、平成 22 年度に 

ついては、5月1日現在のクラス替えが可能な通常学級の確定児童数より学級数を算出。 
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 ② 学校の現況等 

    土浦小学校の敷地は 14,130 ㎡で、敷地内には、校舎、体育館及びプールが建設され

ています。敷地・建物等の規模は以下のとおりです。 

    校舎などは、建設されてから４３年が経過していることから、給排水設備、電気設備、

機械設備等の施設設備を含む校舎全体の改修が必要となっております。また、平成１０

年に行われた耐力度調査においても、文部科学省で定められた基準値以下の結果が出て

います。 

    この結果、校舎の改築が必要と判断されました。また、平成 22 年度に行われた「土

浦市立幼稚園、小学校及び中学校適正配置等検討委員会」において、幼稚園の敷地 1,713

㎡も学校敷地の一部として取り入れることとなりました。 

 

     ア 敷地   

面   積 15,843 ㎡（土浦幼稚園敷地含む） 

形   状 南北に細長い 

接 道 状 況 北側市道（6.868～7.123m） 

東側市道（6.404～6.738m） 

   

     イ 建物    

 校  舎 体育館 

構  造 鉄筋コンクリート造 ３階建 鉄筋コンクリート造 ２階建 

延床面積 6,965 ㎡ 1,239 ㎡ 

 

築 年 度 

１期：昭和４０年 

２期：昭和４１年 

３期：昭和４３年 

 

昭和 4３年 

 

     ウ 教室数等 

普 通 教 室 普通教室 23 特別支援教室 ３   

特別教室等 

理科室 ２ 生活科室 １ 音楽室 ２ 

図工室 １ 家庭科室 ２ コンピュータ室 １ 

図書室 ２ ランチルーム １   

管理諸室等 

校長室 １ 職員室 １ 保健室 １ 

会議室 １ 放送室 １ 印刷室 １ 

配膳室 １ 資料室 ３ 更衣室 １ 

倉庫 １ 相談室 １ 購買室 １ 

ＰＴＡ室 １     
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     エ プール    

構  造  鉄筋コンクリート造 

規  模 25ｍ×11.8ｍ、6 コース  

築 年 度  昭和 60 年 

 

 

 

    オ 土浦幼稚園   

構  造  鉄筋コンクリート造 ２階建 

面  積 852 ㎡ 

築 年 度  昭和 54 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土浦小学校現況図】 

 

③ 諸条件 

     本校敷地はほとんどが第 1 種住居地域に属するが、一部商業地域の部分もあります。 

改築計画を検討する場合、用途地域の規制で問題になる項目は余りないと思われます。 

用途地域 第 1 種住居地域 商業地域 

建ペイ率 ６０％ ８０％ 

容 積 率 ３００％ ４００％ 

高度地区 指定なし 指定なし 

防火指定 準防火地域 準防火地域 

日影規制 4ｈ／2.5ｈ 規制なし 

道路斜線 

 

勾配 1.25 

(25m 以上無制限) 

勾配 1.5 

(20m 以上無制限) 

   

商業地域 第 1 種住居地域 
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  ④ 周辺地域の状況 

    本校敷地は、土浦駅から北西に 0.9 ㎞離れた平地にあり、北側及び西側は道路に接し

ています。また、土浦城跡の西郭の範囲内にあり、江戸時代には武家地であったとされ

ており、試掘調査の結果、江戸時代の木組み建物基礎や堀跡の痕跡が確認されています。 

    なお、学校周辺は土浦市の景観形成地区としての整備を行っている地域にあたります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

（３）学校教育に関する指導方針 

土浦市では、茨城県の教育の目標、教育プランにのっとり、学校教育の目的を定めて 

います。この中では「一人一人を生かす創意と活力に満ちた学校（園）教育を推進し、 

「確かな学力」と「豊かな心」をはぐくむ教育の展開に努める。」となっており、この 

目的に沿って改築計画を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県教育の目標 

・ひとりひとりの能力を開発し豊かな人間性をつちかう 

・じょうぶな身体をつくりたくましい心を養う 

・郷土を愛し協力しあう心を育てる 

土浦市総合計画 

心の豊かさとたくましさを育む教育の推進と 

子どもや市民の明るさがあふれるまちづくり 

いばらき教育プラン 

いばらきの未来を拓くたくましい人づくり 

土浦市園・学校教育の目標土浦市園・学校教育の目標土浦市園・学校教育の目標土浦市園・学校教育の目標    
一人一人を生かす創意と活力に満ちた学校（園）教育を推進し一人一人を生かす創意と活力に満ちた学校（園）教育を推進し一人一人を生かす創意と活力に満ちた学校（園）教育を推進し一人一人を生かす創意と活力に満ちた学校（園）教育を推進し、、、、    

「確かな学力」と「豊かな心」をはぐくむ教育の展開に努める。「確かな学力」と「豊かな心」をはぐくむ教育の展開に努める。「確かな学力」と「豊かな心」をはぐくむ教育の展開に努める。「確かな学力」と「豊かな心」をはぐくむ教育の展開に努める。    

【現在の土浦小学校航空写真】 
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（4）改築に伴う課題 

  ① 建物制限による課題 

   ア 土地の形状 

      南北に細長い敷地形状となっており、校舎の配置、運動場の形状に配慮する必要

があります。 

 

   イ 隣地への配慮 

      土浦小学校周辺は第一種住居地域にあたり、日影規制がかかります。また、学校

の敷地周囲には、住宅が近接して建っているため、圧迫感についての配慮が必要に

なります。 

 

   ウ 歴史の小径整備事業 

敷地に隣接する道路は歴史の小径整備事業と

して街並み景観の向上を図ろうとする道路です。 

既存幼稚園部分までの整備は、完了しており、

今回の学校改築に合わせて、東・北側の歴史の小

径整備事業を実施する予定となっております。 

また、校舎のデザインについても景観に十分配

慮したものとする必要があります。 

 

 

   エ 南側道路について 

      幅員４ｍが確保されていない道路であり、道路中心線から２ｍのセットバックが

必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※セットバック：建物や工作物を道路から後退させて建てること。 

 



- 9 - 

   オ 土浦市景観条例 

平成２３年 1０月に土浦市景観条例が施行される予定です。敷地のある亀城公園 

付近は景観形成重点地区に指定されており、景観に配慮した施設計画が必要となり 

ます。 

 

景観形成の大綱 

   ≪基本目標≫ ≪理 念≫       ≪良好な景観の形成に関する方針≫
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①自然景観①自然景観①自然景観①自然景観    

骨格的景観を構成する水辺・骨格的景観を構成する水辺・骨格的景観を構成する水辺・骨格的景観を構成する水辺・    

山辺・緑の景観の保全・活用山辺・緑の景観の保全・活用山辺・緑の景観の保全・活用山辺・緑の景観の保全・活用    

③集落・市③集落・市③集落・市③集落・市街地景観街地景観街地景観街地景観    

趣のある集落景観の保全と趣のある集落景観の保全と趣のある集落景観の保全と趣のある集落景観の保全と、、、、    

魅力・活力ある魅力・活力ある魅力・活力ある魅力・活力ある    

市街地景観の創出市街地景観の創出市街地景観の創出市街地景観の創出    

④眺望景観④眺望景観④眺望景観④眺望景観    

原風景として認知される原風景として認知される原風景として認知される原風景として認知される    

眺望景観の一体的保全眺望景観の一体的保全眺望景観の一体的保全眺望景観の一体的保全    

⑤ライン景観⑤ライン景観⑤ライン景観⑤ライン景観    

心地よさが連続する景観軸心地よさが連続する景観軸心地よさが連続する景観軸心地よさが連続する景観軸、、、、    

ネットワークの形成ネットワークの形成ネットワークの形成ネットワークの形成    

◆美しい水面がきらめく、うおいのある 

水辺景観を守り生かした景観づくり 
◆四季折々に美しい表情を見せる，山辺の

景観を守り生かした景観づくり 

◆緑の連なり，まとまり，象徴性を意識し、
緑の景観を守り生かした景観づくり 

◆旧城下町の面的な歴史空間を守り生か
した土浦の風格ある景観づくり 

◆旧水戸街道筋の宿場町など歴史的町並
みを大切にした趣ある景観づくり 

◆神社仏閣を守り生かした土浦市、地域の

個性と象徴性のある景観づくり 
◆土浦全国花火競技大会や地域の祭礼，催

事などの土浦の文化を守り生かした景

観づくり 

◆緑や歴史・文化資源と一体となった集落 
 景観の保全による趣のある景観づくり 
◆街並みとしての連続感や調和に配慮し

た，魅力・活力を高める中心商業業務地
の景観づくり 

◆地域のまとまりや特性に応じた質の高

い景観づくり 
◆市民や地域が主体的に取り組む生活に

密着した身近な景観づくり 

◆筑波山や霞ヶ浦への眺望景観を大切に

した景観づくり 
◆土浦らしい眺望景観を守り生かした景

観づくり 

◆眺望景観を構成する景観要素に配慮し
た一体的景観づくり 

◆幹線道路沿道等における景観誘導によ
る品ある景観づくり 

◆街路樹や並木等沿道・沿川緑化などによ

るうるおいのある景観づくり 
◆先導的役割を担う道路・河川の景観づく

り 

②歴史・文化景観②歴史・文化景観②歴史・文化景観②歴史・文化景観    

風格，伝統ある土浦の歴史・風格，伝統ある土浦の歴史・風格，伝統ある土浦の歴史・風格，伝統ある土浦の歴史・    

文化資源の継承と文化資源の継承と文化資源の継承と文化資源の継承と、、、、    

個性ある景観の創出個性ある景観の創出個性ある景観の創出個性ある景観の創出    
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     景観条例において土浦小学校周辺は、旧城下町とその周辺地区として位置づけられ、 

    「土浦の歴史を継承する風格と個性ある景観形成」という方針がさだめられています。 

 

    ＜歴史的町並み・空間の一体的保全・創出＞ 

・土浦城址や中城通りに代表される歴史・文化資源が集積する旧城下町とその周辺 

地区は、土浦らしい風格と伝統を感じさせる重要な地区であり、その一体的な 

景観保全・創出を図る。 

     

    ＜中城通りの連続性のある 

伝統的町並みの形成＞ 

・伝統的建造物が織りなす中城通りの 

街並みは、土浦らしい風格と個性が 

感じられる貴重な歴史・文化資源と 

して捉え、沿道の建築物等や工作物 

等のきめ細かな景観誘導により伝統 

的町並みの連続性確保を図る。 

 

                              ＜景観形成基準（概要）＞ 

                              ・高さは 20ｍ以下とする。 

                              ・原則勾配屋根とする。 

・落ち着いた色彩を基調と 

し、周辺の景観との調和 

に配慮する。 

・城下町の風格を感じさせ 

る自然素材をできる限り 

採り入れる。 

・敷地内の緑化にできる限 

り努める。 

 

 

 

 

 

                              

  

                              【景観形成重点地区】 
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  ② 樹木について 

    校舎の配置とともに、土浦小学校の樹木の移植について、検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土浦小学校樹木】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土浦幼稚園樹木】 



- 12 - 

  ③ 記念碑等について 

敷地内にある石碑や卒業記念等に関しても移設について、検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土浦小学校記念碑】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土浦幼稚園記念碑】 
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    今後の協議・検討に向けて、イメージを共有し、施設計画の参考とするため、最近建

設された県内の学校を２回に分けて視察会を行いました。また、グランド芝生化につい

ても勉強会を行い知識を深めました。 

 

（１）第１回視察会  

  ① 水戸市立三の丸小学校（平成２１年９月２９日実施） 

市街地に建つ小学校特有の狭い敷地であることから、グランドを確保し、必要各室を

設けるために３階建ての計画となりました。外観は弘道館にも隣接していることから弘

道館から見ても圧迫感がなく自然に慣れ染むように全体として計画されています。また，

敷地内に建てられていた幼稚園は取り壊し、その敷地も小学校のグランドとして使用し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校視察会及びグランド芝生化に関する勉強会の実施 

【水戸市教育委員会から概要説明】 【水戸市教育委員会から概要説明】 

【学校外観】 【学校外観（屋上プール）】 
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【廊下】 【多目的スペースから見た普通教室】 

【改築前学校全景】 【改築後学校全景】 

【理科室】 【ランチルーム】 
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【白壁塀】 【冠木門（平成２１年改修）】 

【三の丸小学校の塀】 

（国土交通省の景観賞を受賞している） 

【受水タンク】 

      （和風の設えになっている） 

【屋上プール】 

（塀およびベンチコーナーが 

和風の外観になっている） 
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  ② 水戸市立新荘小学校（平成２１年９月２９日） 

    記念樹であるムクロジがシンボルとなるように校舎中央に取り込んでいます。また、

校舎と屋内運動場を一体化することにより、生徒、教職員の移動をスムーズに行うこと

ができ、開放ゾーンを明確にした地域開放に備えた施設になるように計画されています。

内部空間においては、大小３ヶ所の採光のために中庭を設け、自然の風にふれ、木の感

触、質感等を五感で感じる感性豊かな心を培う教育環境が整備されています。敷地内に

建てられていた幼稚園は廃園とし、建物は現在、公民館として利用されています。 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校外観】 【学校外観】 

【水戸市教育委員会から概要説明】 【水戸市教育委員会から概要説明】 

【多目的スペースから見た普通教室】 【普通教室】 
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【ランチルーム】 【廊下】 

【屋内運動場内部】 【屋内運動場内部】 

【坪庭】 【坪庭上から】 
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  ③ 土浦市立真鍋小学校（平成２１年９月２９日実施） 

県の天然記念物の桜のある学校なので、桜と共存した学校環境になっています。また、

５階には多目的ホールが設置してあり、桜を見る会などで使用され、地域開放の拠点に

なっています。 

エコ関連では、太陽光発電，雨水利用設備が設置されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【廊下】 【オープンスペースから見た普通教室】 

【小場瀬委員長挨拶】 【小泉元学校長概要説明】 

【大階段】 【太陽光発電・発電モニター】 
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 ■第 1 回先進地視察感想における土浦小学校改築事業に対する意見について（総括）  

 

【 総 括 表 】 

学校名 視察校について賛同意見 視察校について反対意見 

水戸市立 

三の丸小学校 

・外観や樹木が周辺景観と調和して

おりすばらしい。 

・安全面の工夫で車の動線と児童の

登下校の動線が分かれていた。 

・教室、階段、廊下の壁の仕上げ材

に木材を使っており、非常に暖か

みを感じた。 

・オープンスペースの教室で本当 

 に子供たちが真剣に授業に集中 

できるのか疑問である。 

 

水戸市立 

新荘小学校 

・オープンスペースの廊下部分の採

光の取り方が工夫されていて非

常に明るく感じて良かった。 

・職員室の出入り口がガラス張りで

見通しが良く子供たちの動きが

把握でき、また配置が防犯上非常

に有効であった。 

・体育館ステージ背面壁が窓になっ

ていてデザイン性に優れている。 

・校庭の芝生は、おそらく高麗芝 

 であり所々発育が悪く残念な状 

態であった。 

土浦市立 

真鍋小学校 

・太陽光利用や雨水利用は、今後不

可欠な設備になるのではないか

と思う。 

・特別支援教室は、保健室の隣に配

置され、廊下と教室の間にワンク

ッションになる部屋を通って入

る。また教室には仕切りがあり、

落ち着きが必要な児童にとって

は落ち着ける空間になっていて

とても良かった。 

 

・最上階に集会室の配置は眺めの 

 点では非常に良いが、使い勝手 

 の点では１階にある方が良いの 

 ではないかと思う。 

・木をふんだんに使用しているが、 

内部が暗く感じた。 

・オープンスペースについて､L 型 

の教室配置だと音の問題が出る 

と考えられる。 
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（２）第２回視察会 

  ① 土浦市立右籾小学校（平成２２年２月２３日実施） 

    芝生化されたグランドとして、右籾小学校を見学しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② つくば市立竹園西小学校（平成２２年２月２３日実施） 

    公園の隣に建つ小学校で、公園から続く並木道沿いにあるため、自然の中にいるイメ

ージがあります。校内にも植木などの緑が多く、また周辺環境に合わせて全体的に高さ

を抑えた造りになっています。教室は、オープンスペース型を取り入れたスタイルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要説明】 【芝生化されたグラウンド】 

【教育委員会から概要説明】 【中庭】 

【トップライトのある教室】 【中庭】 
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  ③ つくば市立谷田部中学校（平成２２年２月２３日実施） 

    鉄筋コンクリート造と木造を組み合わせた外観が目を引く建物となっています。学校

のシンボルとなっている五角堂は、地元地域の県指定文化財の指定になっている飯塚伊

賀七の設計による五角堂をイメージして造られました。内部は音楽室として利用されて

います。 

 

 

 

 

 

 

【概要説明】 【木造の視聴覚室】 

【コンピュータ室】 【1 階がＲＣ、2 階が木造の校舎】 

【地域の伝統を取り入れた五角堂の 

音楽室が入口正面に配置されている】 

【音楽室のトップライトと照明】 
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 ■第２回先進地視察感想における土浦小学校改築事業に対する意見について（総括） 

 

【 総 括 表 】 

学校名 視察校について賛同意見 視察校について反対意見 

右籾小学校 ・土浦小地区の地域との交流も考え

芝生化の導入を考えたい。 

・維持管理には地域の人たちの継続

的な全面支援が必須である。 

 

 

 

 

 

 

・芝生化は導入すべきではない。 

環境教育対策として屋上緑化な

どを検討していきたい。 

・芝生化されたグランドは、冬芝用

の種蒔き時期の出入りの禁止や

制限があり土浦小の場合は無理

である。 

・土浦小地区の特性において地域の

人たちの継続的な支援は難しい。 

・花火大会やキララ祭りでグランド

を駐車場として開放しているの

で特に雨の時の乗り入れなど課

題である。 

竹園西小学校 ・外観が近代的であった。 

・児童が屋外からも保健室へ入りや

すい。 

 

・コンクリート打ち放しは避けた

い。 

・教室の壁は全くのオープンにする

のではなく可動式の仕切り壁が

あるのが望ましい。 

・校舎の構造は迷路のようなもので

はなく、わかりやすいものが望ま

しい。 

谷田部中学校 ・地域のシンボルをイメージしたも

のを取り入れたい。(五角堂の音楽

室) 

・トイレの洗面流しや廊下の流しを

真似したい。 

・人と車の動線を明確に分けた計画

を取り入れたい。 

・外壁がガラス張りの階段を取り入

れたい。 

・図書室とコンピュータ教室が共用

可能な計画を検討したい。 

・灯油を使わない暖房システムを検

討したい。 

・故郷教育の様な設備は必要ない。 

（五角堂の音楽室） 

・手洗所の木材使用は避けたい。 

・コンクリート打ち放しは冷たい印

象があり、小学校の場合は木質の

方が暖かみがあり、取り入れる検

討をしたい。 
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（３）グランド芝生化に関する勉強会（平成２３年１月１８日実施） 

    

    筑波大学学生河村氏を招いて、グランド

芝生化を実施している他市の活動や維持

管理などについて説明していただき、知識

を高めました。 

 

 

 

                      【勉強会の様子】 

   グランド芝生化に関する課題と維持管理 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

・管理の手間（雑草の混入，伸びた芝による成長の妨げ），管理の費用 

    →頻繁かつ入念な維持管理が必要→頻繁かつ入念な維持管理が必要→頻繁かつ入念な維持管理が必要→頻繁かつ入念な維持管理が必要    

 

・利用頻度の減少，活動内容の制限 

    →適切な校庭利用→適切な校庭利用→適切な校庭利用→適切な校庭利用 

芝刈り 

雑草抜き 

施肥 散水 

補修作業 

出典：東京都環境局HP「校庭の芝生化」 

http://www2.kankyo.metro.tokyo.jp/heat/kouteisibahu/faq.htm 

多大な労力と時間が必要 

参考資料 



- 24 - 

   事務局より右籾小学校の芝生の管理について報告を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地元団体による植え付け作業 

（6 月下旬）】 

【夏芝育成状況（7 月下旬）】 

【乗用芝刈り機】 【夏芝育成状況（8 月下旬）】 

【芝刈り状況】 【散水状況】 

【冬芝種蒔（9 月中旬）】 【冬芝育成状況（10 月下旬）】 
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    検討委員会において、土浦小学校の児童の保護者に対して土浦小学校改築に関する意

見や考えを把握し、今後施設計画検討の基礎資料とすることを目的に実施しました。 

 

〈調査概要〉 

■対 象：土浦小学校児童の保護者 

■配 布 数：５９７人（ＰＴＡ会員数） 

■回 答 数：５３６人（回答率８９．８％） 

■調査方法：土浦小学校にて配布、回収 

■調査時期：平成２１年１１月 

＜有効回答数（N）：５３６＞ 

 

 

〈アンケート質問項目〉 

１．ご自身について 

２．土浦小学校を改築する際に、特に大切にしたい項目を次の中から３つ選んで、 

その項目に○をつけてください。 

３．前の質問で選択した項目について、具体的なご意見がありましたら 

ご記入ください。 

 ４．現在及び将来の学校施設・環境に対するご意見がありましたら、 

ご自由にお書きください。 

 

   上記の項目について、アンケートを行った結果、次のような集計結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 土浦小学校の改築計画に関するアンケート調査の実施 
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２．改築する際に，特に大切にしたい項目について（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多い順に並べると… 

①安全・防犯に優れた施設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８５人 

②耐震性の確保 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４９人 

③建設期間中の学習・生活環境の確保 ・・・・・・・・・・・・・１８７人 

④屋内・屋外運動体育施設の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・１７４人 

⑤健康に配慮した施設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６８人 

⑥多様な学習形態，弾力的な集団による活動を可能とする施設 ・・１６２人 

⑦学校図書館（図書室）の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ７４人 

⑧学校の歴史・思い出を伝える工夫 ・・・・・・・・・・・・・・ ５８人 

⑨亀城公園など環境に配慮した施設 ・・・・・・・・・・・・・・ ４７人 

⑩環境に配慮した学校施設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４３人 

⑪施設のバリアフリー対応 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３９人 

⑫特別支援教育推進のための施設 ・・・・・・・・・・・・・・・ ２６人 

⑬国際理解推進のための施設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４人 

⑬情報環境の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４人 

⑮学校開放のための施設・環境 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１人 

⑯カウンセリング充実のための施設 ・・・・・・・・・・・・・・ １３人 

⑰その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４人 

特に大切にしたい項目

その他, 4

学校開放のための施設・環境,
21

情報環境の充実, 24

国際理解推進のための施設, 24

特別支援教育推進のための施
設, 26

施設のバリアフリー対応, 39

環境に配慮した学校施設, 43

亀城公園などの景観に配慮した
施設, 47

学校の歴史・思い出を伝える工
夫, 58

学校図書館（図書室）の充実,
74

健康に配慮した施設, 168

建設期間中の学習・生活環境の
確保, 187

耐震性の確保, 249

屋内・屋外運動体育施設の充
実, 174

多様な学習形態，弾力的な集団
による活動を可能とする施設,

162

安全・防犯に優れた施設, 285

カウンセリング充実のための施
設, 13

0 50 100 150 200 250 300

Ｎ＝536
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どんな建物がよいか

城のイメージの 

建物, １１．８％ 

懐かしい感じの
建物, １４．６％ 

近代的な建物, 
３８．８％ 

未回答,  

３４．８％

３．校舎外観のイメージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近代的な建物，懐かしい感じの建物，城のイメージの建物の順になっている。 

ただし，外観は城のイメージや懐かしい感じのイメージがよいが，内装は，近 

代的なものがよいという意見も多数あった。 

 

・城のイメージの建物 ・・・ ６３人 

・懐かしい感じの建物 ・・・ ７８人 

・近代的な建物 ・・・・・・２０８人 

・未回答 ・・・・・・・・・１８７人 
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４．好ましい景観，土浦らしいイメージ（複数回答） 

土浦らしいイメージ

ウララビルと桜川, 7

小町の里, 12

上高津貝塚ふるさと歴史の広
場, 21

市立博物館, 27

ハス田, 87

まちかど蔵大徳, 92

旧茨城県立土浦中学校本館,
111

桜川堤と桜並木, 235

花火競技会, 245

霞ヶ浦と帆引き船, 259

土浦城跡櫓門, 351

0 100 200 300 400

Ｎ＝536

 

 

多い順に並べると・・・ 

①土浦城跡櫓門 ・・・・・・・・３５１人 

②霞ヶ浦と帆引き船 ・・・・・・２５９人 

③花火競技会 ・・・・・・・・・２４５人 

④桜川堤と桜並木 ・・・・・・・２３５人 

⑤旧茨城県立土浦中学校本館 ・・１１１人 

⑥まちかど蔵大徳 ・・・・・・・ ９２人 

⑦ハス田 ・・・・・・・・・・・ ８７人 

⑧市立博物館 ・・・・・・・・・ ２７人 

⑨上高津貝塚ふるさと歴史の広場・ ２１人 

⑩小町の里 ・・・・・・・・・・ １２人 

⑪ウララビルと桜川 ・・・・・・  ７人 
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■土浦市立土浦小学校改築計画に関するアンケートの考察   

 

    土浦小学校校舎の建て替えに際し、教育委員会が土浦小学校に通学する児童の保護 

者に向けて実施した「土浦市立土浦小学校改築計画に関するアンケート」を参考とし 

て、新設される土浦小学校への要望を考察した。 

 

《単純集計》 

・質問項目２質問項目２質問項目２質問項目２ 

 最も多く要望があったものは「安全・防犯に優れた施設」「耐震性の確保」といっ 

た安全性であり、それぞれ半数近くの保護者に求められている。これらは近年注目さ 

れている関心の高い項目でもあり、学校としての基盤を支える項目が第一に考えられ 

ていることが分かる。 

    次に３０～40%の保護者が「建設期間中の学習・生活環境の確保」「屋内・野外運 

動場の充実」「健康に配慮した施設」「多様な学習形態、弾力的な集団による活動を 

可能とする施設」などの機能面の充実を選択している。これら上位の項目は子どもた 

ちの生活の場としての学校のインフラを整える要素であり、これらが最も関心の高い 

ことが分かる。 

    また「学校の歴史・思い出を伝える工夫」「亀城公園などの景観に配慮した施設」 

などの学校としての個性に関係した項目が 10%程度の値を示して続いている。これは 

土浦小学校の持つ歴史の長さ、周辺地域の資源の豊かさが反映された結果となってお 

り、それらを活用することが時点に重要な要素として考えられていることが分かる。 

以降にはより専門的な施設の整備を求める意見が続いている。 

 

・質問項目質問項目質問項目質問項目 3333 

    明るく開放的なイメージのある近代的な校舎を求める回答が 4 割と最も多く見られ 

たが、無回答も多く見られることから校舎の完成イメージについてはそこまで具体的 

な意見が固まっていないか、或いは一概に決定できない様々な意見があると考えられ 

る。詳細は KJ 法にて整理した自由記述の意見を通して説明する。 

 

・質問項目４・質問項目４・質問項目４・質問項目４    

    改築にあたって取り入れたい土浦のイメージとしては、「亀城公園」が 70%とかな 

り高い支持を受けていることが分かる。これはここが土浦小学校に隣接している公園 

であり、土浦の歴史的背景との繋がりがとても強いという点が起因していると思われ 

る。よって、周囲の景観との調和、連続性を意識する上でも、亀城公園の要素は重要 

なものとなってくると考えられる。 

    以下には、「霞ヶ浦と帆引き船」「花火」「桜川」といった土浦市の名物としての 

イメージが強いものや地形的な特徴が選ばれている。 
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《KJ 法による自由記述の意見整理》 

・質問項目３・質問項目３・質問項目３・質問項目３    

 意見は、校舎のイメージへの直接的な意見と、教育環境への要望の二つに大別でき、 

前者は校舎と周辺との関係性を指摘する意見が多く、後者は校舎内の機能充実に対す 

る内容であった。 

   意見としては、校舎内の採光をはじめとした快適性や防犯など教育の場としての機 

能面の充実を求めるものを非常に多く見ることができる。またこれらの実現性の高い 

イメージとして、「近代的な校舎」が高い支持を得たのではないかと考えられる。 

 一方、周辺地域との関係性、調和の重要性を訴える意見も多く、隣接する亀城公園 

との関係を考慮し 「城のイメージ」 の導入を求めるものが多数あった。また、各 

イメージの長所を合わせるといった意見も見られた。 

しかし、こういった外観のイメージに対しては、コストの面等から機能充実の優先 

を訴え、その必要性を問う意見も多く確認でき、機能充実と外観へのこだわりには対 

立の関係があると考えることができる。 

   総じて、大別した二つの意見は教育環境の方が外観イメージより関心が高いと考え 

られる。また、機能面の充実は外観イメージにも大きく関係しており、その決定要因 

のひとつになっていると関連づけることができる。保護者にとっては明るく使いやす 

いといった教育環境の機能の充実が第一であり、それを実現できるように決定された 

設計の上で、校舎の外観に関してはより慎重に周囲の地域性に調和するよう考えてい 

く必要性があると思われる。 

 

・質問項目５質問項目５質問項目５質問項目５ 

   特に建設中の環境に対する意見が多く、円滑な建て替えが行える設計の必要性と 

工事期間中の十分な配慮が強く求められていることが分かる。 

 またここにおいても採光性や防犯面に対する要望と、外観のデザインへのこだわり 

への賛否の意見が多く、校舎の機能充実と土浦らしさの対立的な関係を見ることがで 

きる。これは３の自由記述で分かったことと同様のこと言える。 

   機能充実の内容としては、現行の設備の更新だけでなく、特に校庭の芝生化など自 

然環境に関しての充実を求める意見も幾つか出されており、新しく環境教育の場など 

が求められていることが分かる。 

 

 

 

 

 

※ＫＪ法：先入観・偏見を排して、データを集め、データをまとめ、新たな視点からの 

発見や問題解決策を導き出す発想法。 
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5 土浦小学校改築計画に関する基本方針 

 

H21 年度検討委員会  

基本的な考え方の提言 

プロポーザル 

担当設計事務所の 

決定 

H22 年度検討委員会 

各種関係者からの提言 

児童ＷＳ 

利用者側か

らの希望 

検討委員会＋ 

児童 WS＋ 

教員 WS 

からの提言 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

基 本 設基 本 設基 本 設基 本 設 計計計計    

改築の方針 イメージ 

教

育

委

員

会 

※プロポーザルとは、技術提案を意味します。 

※ＷＳとは、ワークショップの略 
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（1）検討委員会の活動状況 

平成 21 年度検討委員会において、下記のような活動を行い、土浦小学校の改築計画 

に関する基本方針をまとめました。 

 

■第 1 回土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築検討委員会 

・開催日時：平成 21 年 8 月 24 日（月） 

・出 席 者：委員１５人、事務局９人、傍聴者３人 

・議  題：（１）委嘱状の交付・委員長選出 

（２）土浦小学校の変遷と現状について 

（３）策定スケジュール（２か年）について 

  ・議事結果：（１）委員長に小場瀬委員、副委員長に中台委員が選出されました。 

（２）現在の土浦小学校の概要・立地条件・配置などについて説明。 

資料や写真を使い、開校から昭和４０年頃の様子を説明。 

（３）２か年に渡り、改築検討委員会を行います。 

今年度のスケジュールについて、改築検討委員会を３回、視察を２回

実施予定。来年度は改築検討委員会を３回、ワークショップを実施す

る予定です。 

 

■第 2 回土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築検討委員会 

・開催日時：平成 21 年 11 月 4 日（水） 

・出 席 者：委員１２人、事務局５人、傍聴者１人 

・議    題：（１）第 1 回改築検討委員会の確認 

（２）第 1 回先進地視察会について報告 

（３）第 1 回先進地視察会について意見交換 

（４）アンケート（案）について 

・議事結果：（１）議事録の確認を行いました。 

（２）（３）視察（水戸市立三の丸小学校、水戸市立新荘小学校、土浦市立

真鍋小学校）の結果について報告し、次の項目に関して意見を交わし

ました。 

                ・外観について                ・内装に木材利用について 

                ・オープンスペースについて   ・校庭の芝生化について 

（４）アンケート内容（案）について了承されました。また、11 月中に土浦

小学校保護者へアンケートの実施を行うことになりました。 
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■第 3 回土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築検討委員会 

・開催日時：平成 22 年 1 月 12 日（火） 

・出 席 者：委員１４人、事務局６人、傍聴者２人 

・議    題：（１）アンケート調査結果報告についてなど 

・議事結果：（１）アンケートの集計結果について報告を行いました。 

（２）集計結果を踏まえて、主に次の項目に関して意見を交わしました。 

          ・施設機能の充実について 

・防犯・安全面に関することについて 

・児童に対する、建設中の環境について 

・外観と周辺景観について 

 

■第 4 回土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築検討委員会 

    ・開催日時：平成 22 年 4 月 16 日（金） 

・出 席 者：委員１２人、事務局５人、傍聴者２人 

・議    題：（１）改築の基本的な考え方に対する意見集約についてなど 

・議事結果：（１）学校施設の基本的な考え方や学校施設にかかわる具体的な考え方 

などについて協議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 1 回検討委員会】 【第２回検討委員会】 

【模型を基に委員で議論】 【小場瀬研究室学生の卒業設計の発表】 
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（2）土浦小学校改築計画に関する基本方針 

    平成 21 年度の活動をもとに、中間まとめとして改築計画に関する基本方針をまとめ

ました。 

  

 

【学校施設の基本的な考え方】 

  １．耐震的、地域防災、バリアフリー、地域への開放、安心安全な学校 

    ２．環境に配慮した施設づくり 

３．近代性と多様な学習形態、集団による活動を弾力的に可能にする施設 

    ４．使いやすく設備の充実した校舎 

    ５．亀城公園などの景観に配慮し、土浦らしい地域のシンボルになる学校 

    ６．長寿命を十分配慮し、屋根・ひさし・外壁など耐久性の確保 

        

    

    

① 学校施設にかかわる具体的な意見 

■校舎の配置や外構、外観について 

・現在の細長いグランドに対してバランスの良い形のグランドにされたい。 

・亀城公園との結びを考えた校舎の配置を考えたい。 

・グランドは地域住民の協力を前提条件に芝生を導入することを検討されたい。 

・芝生の導入について、グランドの立地条件、地域住民の協力というより全面支援を含

めて検討されたい。 

・外観としては亀城公園の櫓門、霞ヶ浦と帆曳き船、花火、河川敷の桜並木、旧茨城県

立土浦中学校本館、まちかど蔵などを参照されたい。 

・懐かしさを大切にした温かい感じの建物でありたい。 

・歴史性を感じさせる建物でありたい。 

・外観や内部の仕上げ、設備の充実などバランスを考えて計画されたい。 

・植栽物は、教職員が作業をしなくてすむ程度のボリュームを考慮されたい。 

・特に道路側の緑化については現況を保存されたい。 

・外構（塀）については（土浦第一中学校）郁文館正門の塀も参照されたい。 

・屋根、ひさし等の色は淡いグリーン系とし、お城とのつり合いを考慮されたい。 

・歩道の再整備も敷地外ではあるが検討されたい。 

・駐車場を十分に確保することを検討されたい。 
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■教室・屋内運動場について 

・明るく快適に機能的な教室とされたい。 

・バリアフリーを十分配慮した教室とされたい。 

・現況の校舎はあまりにも細長く、端から端まで移動が大変。移動距離の少ない教室の 

配置とされたい。 

・職員室は学校全体を見渡せる位置に配置されたい。 

・風通しのよい校舎とされたい。 

・特別支援教室に関して充実されたい。 

①各教室[知的・情緒・言語]を同じフロアに設置する 

②プレイルーム及び休憩室の設置 

③シャワー室・トイレの設置 

・仕切り壁のある教室も検討されたい。 

・オープンスペース型での授業は勉強に集中できるか否か心配。低学年と高学年でその 

利用を分けてはどうか。広いワーキングスペースは利用価値が高く是非取り入れたい。 

オープンスペース型を導入するならば十分な検討を行うこと。 

・屋内運動場は遮熱や断熱性能が高い建材を検討されたい。 

 

■安心安全な校舎 

・必要に応じて防犯カメラの設置を検討されたい。 

・地域からの見守りのある外構、雰囲気を考慮されたい。 

・ガラスの破損落下時の安全性を考慮してガラスだらけの建物にしない様に計画され 

たい。 

・来客玄関・昇降口は、職員室から見えるような配置にされたい。 

・職員室からグランドや部外者の出入り等安全を確認できるような配置にされたい。 

・開放的であって尚かつ不審者の立入りを許さない校舎作りを考慮されたい。 

  

■環境設備について 

・太陽光、風力、雨水などを積極的に取り入れた計画にされたい。 

・風通しを良くすることを基本とするが、必要に応じて冷房施設の導入を検討されたい。 

・暖房施設は省エネで場所を取らず、手間暇のかからない合理的な方法を選択されたい。 

・敷地内の雨水は敷地内処理を検討されたい。 

・ビオトープは管理不十分で、その役割を果たしていないので撤去すべき。自然観察等 

 は他の方法で自然の姿を指導できる。狭い敷地なので、有効利用を第一に考えたい。 
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■校舎の雰囲気 

・落ち着いた雰囲気の校舎とされたい。 

・木のぬくもりのある校舎とされたい。 

・温かみのある校舎とされたい。 

・コンクリート打放しは、避けたい。 

・廊下、腰板等は木質系とし、天井はなるべく高くされたい。 

 

■建替え工事期間中について 

・極力仮校舎を使わない建替えを計画されたい。 

・工事中にも教育環境の低下のないように十分配慮されたい。 

 

② 計画の仕方と地域開放 

■利用者参画の計画 

・教職員や PTA 関係者、児童、卒業生の意見を十分に取り入れるためにワークショッ 

 プなどを実施しながら計画を練っていくこと実施されたい。 

・学校関係者だけでなく必要に応じて地域住民に計画情報を伝達し、計画に対して意見 

を聴取されたい。 

・施設の各個所で児童のデザインできる部分については、極力その作業を取り入れたい。 

 

■地域開放 

・地域開放に対応しやすい校舎の管理方法を考慮されたい。 

・余裕教室ができた場合に柔軟に利用できるように配慮されたい。 

 

■その他 

・許された予算の中で、創意・工夫・意見を最大限に活用出来ることを期待している。 
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（3）設計者の選定 

    土浦小学校改築計画に関する基本方針をもとに、プロポーザル形式で設計者の選定を 

行いました。プロポーザル参加事務所は県内に営業所のある 15 社。審査員は筑波大学 

小場瀬教授が委員長を担当し、土浦小学校校長先生も委員に入り、全員で 5 名の外部委 

員によって構成されました。第 2 回審査委員会の書類審査で 9 社に絞りこまれ、第 3 回 

審査委員会では、各社 30 分でプレゼンテーション、質疑応答等を行いました。 

その結果、最優者に横須賀満夫建築設計事務所、優秀者に三上建築設計事務所が採択 

されました。 

 

土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築事業に係る基本設計業務 

プロポーザル審査結果について 

 

「土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築事業に係る基本設計業務プロポーザル

審査委員会」は、学識経験者、ＰＴＡの代表者、小学校の代表者計５名で構成され、各

委員の専門性を生かし、厳正かつ公平に慎重に審査を行いました。 

    プロポーザル審査委員会は、これまでに３回にわたる審査委員会を開催し審議を重ね、

第 1 回審査委員会は平成２２年５月２５日に開催し、参加資格確認及び選定(一次審査)・

特定(二次審査)基準等について審議を行い、平成２２年６月２３日の第２回審査委員会で

は、参加表明書を提出した１５社について、事務所の実力、担当チームの能力等を総合

的に評価し、プロポーザル提出要請者９社を選定しました。平成２２年７月２６日の第

３回審査委員会では、プロポーザル提出者に対しヒアリングを実施するとともに、業務

の実施方針及び具体的提案に対する各社のプロポーザルを多様な観点から審査し、各社

の力量を判定し、最優秀者として横須賀満夫建築設計事務所を、優秀者として三上建築

事務所を選定しました。 

    いずれの提案も各社の持てる技術力を十分に発揮したレベルの高い案でした。その中

でも特に最優秀者、優秀者の案は、学校施設について深く理解している提案だと判定さ

れました。さらに、周辺の様々な環境に配慮した提案でもあり、設計事務所としての力

量を感じさせる案でした。 

最優秀者の提案は、配置計画等の全体的にバランスの良い建築計画が高く評価されま

した。また、優秀者の提案は、基本的なコンセプトが明確であり、外観も高く評価され

ましたが、ややコンセプト先行型ということで一歩及びませんでした。 

    ここに、本件プロポーザルに参加され、貴重な時間を費やし真摯な努力をされた関係

各者に心から感謝を申しあげます。また今後は、本改築事業が，「心の豊かさとたくま

しさを育む教育の推進」と「子どもや市民の明るさがあふれるまちづくり」のひとつと

なることを祈念いたします。 
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土浦小学校の改築に関して、児童向けのワークショップを２回、教員向けのワークショップ

を３回行いました。児童向けワークショップでは、土浦市の宝探しや新しく取り入れたいもの

などをテーマに発表を行い、教員向けワークショップでは、配置図、平面図等をもとに意見交

換を行いました。 

   

【児童向けワークショップスケジュール】 

回数 開 催 日 内   容 

第１回ＷＳ 平成 22 年１０月１９日 
土浦市の宝物さがし 

 

第２回ＷＳ 平成 22 年１１月２４日 

「保存したいもの」 

「新しく取り入れたいもの」 

「充実したいもの」 

                                            

【教員向けワークショップスケジュール】 

回数 開 催 日 内   容 

WS 説明会 平成 22 年 9 月 2９日 事前説明会 

第 1 回ＷＳ 平成 22 年１０月１８日 
プランについてのアンケートを基に 

意見を交換 

第２回ＷＳ 平成 22 年１２月 ６日 
オープンスペース、吹抜けについて 

 

第３回ＷＳ 平成 23 年 １月１４日 
教室廻り、自然力について 

 

 

 ■ワークショップの目的 

・管理者の意見だけでなく、利用者、運営者の 

意見を反映させる。 

・より良い計画を立案する。 

・竣工後の建物をより有効に大切に利用してし 

てもらう。 

・建物を適切に管理して使ってもらい長く愛さ 

れるような伝統を確立させる。 

                                   

※ワークショップ（ＷＳ）：自由に意見を出し合い、互いの考え方を尊重しながら、 

意見や提案をまとめ上げていくこと。 

6 土浦小学校改築計画に関する児童及び教員へのワークショップ 

管理者

利用者 使用者

コモン
空間

教育委員会 

先生 児童 

共有 
空間 
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（１）児童向けワークショップの概要 

 

① 第１回ワークショップ(児童)について 

   ・日 時  平成２２年１０月１９日(火)13 時 55 分から 15 時 30 分 

・参加者  土浦小学校６学年児童 １３７名、担任 ４名、筑波大学 ６名 

横須賀設計事務所 ３名、学務課 ３名、住宅営繕課 １名  

合計１５４名 

 ・場 所  土浦小学校３階６学年各教室 

 ・作業概要 各クラスで作業を進めました。 

         「土浦市の宝物さがし」というテーマで、各クラスさらに４班に分かれ、

宝物探しのため，学校敷地内を探索し、その後模造紙にまとめ・班ごとに

発表を行いました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークショップについて説明】 

【結果を発表】 【ＫＪ法で考えをまとめる】 

【学校の宝探し】 
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・意見集計のまとめ（概要） 

■土浦小学校の宝として児童が注目しているものベスト１０ベスト１０ベスト１０ベスト１０ 

① 榎：なんといっても土浦小学校の児童の注目度ナンバーワン 

② ビオトープ：自然と触れ合える場所である。 

③ たまき：この校章は土浦小学校のシンボル 

④ 卒業生の碑：石やその他色々な記念碑、鳥の銅像 

⑤ 玄関前の樹木：風景として大変よい 樹木の形状も人気のようです 

⑥ 学校年表：土浦小学校の歴史を感ずるもの、校訓 

⑦ 卒業記念品：例えば時計、ステンドグラスなど歴史を感ずる 

⑧ 各教室にかかっているプレート：手作りの感じが高得点 

⑨ トロフィー：いろいろたくさんある 

⑩ 音楽室、理科室、工作室、家庭科室などの教室：楽しかった授業の思い出 

  これらの多くは①校庭の樹木、②学校の伝統、歴史を感じさせるもの、 

③卒業生の記念物，④特別教室の雰囲気，⑤手作りのもの と整理できる。 

 

■新しい学校に取り入れてほしい要素 

・芝生の校庭 

・屋上 

・緑のカーテン 

・ランチルーム 

・図書館に畳の部屋 

 

■新しい学校に設置して欲しい設備 

・エアコン 

・美味しい水のでる水飲み場 

・洋式のトイレ 

 

■拡充して欲しい空間や設備 

・図書室 

・放送室 

・ノートパソコン 

・プールをより広く、室内プール 

 

■街との関連 

・取り入れてほしい要素としては、亀城公園、中城通りの店蔵 

・土浦らしさとしては、花火、蓮の畑 

・丸善の駄菓子屋 
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② 第２回ワークショップ(児童)について 

   ・日 時  平成２２年１１月２４日(水)13 時 55 分から 15 時 30 分 

・参加者  土浦小学校６学年児童 １３７名、担任 ４名、筑波大学 ７名 

横須賀設計事務所 ３名、学務課 ４名、住宅営繕課 １名  

合計１５６名 

   ・場 所  土浦小学校３階６学年各教室 

   ・作業概要 各クラスで作業を進めました。 

         第 1 回ワークショップの意見をまとめたものを活用しながら、『保存した

いもの』『新しく取り入れたいもの』『充実したいもの』について議論を

しました。その後、模造紙にまとめ、発表を行いました。 

・意見集計のまとめ（概要） 

■『保存したいもの』 

・え の き：長い年月そこあり、土浦小のシンボルである。 

・ビオトープ：自然と触れ合える場所である。 

・た ま き：土浦小のシンボルである。 

■『新しく取り入れたいもの』 

・芝生の校庭：現在の校庭は、擦り傷をしやすく、芝生になったら転んでも痛くな

さそうである 

・エ ア コ ン：〈設置賛成〉暑い日の授業もエアコンがあれば集中できる。 

〈設置反対〉暑い日は、室内外の気温差で体調を崩す恐れがある。 

冷暖房中の室内ばかりにいて、外に出ないようになってしまう。 

・屋 上：屋上を遊び場として作って欲しい。理由は、校庭と屋上の両方で 

遊べると低学年と高学年が分かれて遊べ、衝突やボールがぶつかる 

などの事故が減るから。 

■『充実したいもの』 

・プ ー ル：プールサイドの床が熱過ぎる、プールの水が冷た過ぎるなどを改善

して欲しい。 

・図 書 室：雨の日、校庭に出られない時は図書室へ行くが、狭くて混雑してい

るため広くして欲しい。 

 

 

 

 

【前回ＷＳを基に是非残したいもの、新たに取り入れたいもの、充実したいものに 

ついて議論する】 
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（２）教員向けワークショップの概要 

① 教員向けワークショップ事前説明会について 

 ・日 時  平成２２年９月２９日(水) 16 時 15 分から 17 時 30 分 

 ・参加者  土浦小学校教員 ４２名、小場瀬先生、横須賀設計事務所 ３名、 

学務課 ３名、住宅営繕課 １名         合計５０名 

 ・場 所  土浦小学校１階会議室 

 ・作業概要 計画プラン案の図面を配布、説明、質疑応答 

土浦小学校教員が、図面に直接フリーコメントを書き込み、後日 

図面の回収を行い、筑波大学にてアンケートを集計しました。  

 

② 第１回ワークショップ(教員)について 

   ・日 時  平成２２年１０月１８日(月)15 時 30 分から 17 時 

   ・参加者  土浦小学校教員 １４名、小場瀬先生、横須賀設計事務所 ３名 

         学務課 ３名、住宅営繕課 １名         合計２２名 

   ・場 所  土浦小学校１階会議室 

   ・作業概要 回収をしたアンケートの集計結果をもとに、意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【吹き抜けイメージ】 【オープンスペースのイメージ】 

【集計結果の説明】 【追加意見のまとめ】 
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・意見集計のまとめ（概要） 

    ■オープンスペースに関して 

・オープンスペースの教室よりも密閉した方が授業に集中できる 

・多目的スペースは有効活用ができるため必要である 

・教室と多目的スペースには仕切りを設け、水道も設置する 

    

■吹き抜けに関して 

・安全面を確保してほしい 

・吹き抜けは設けず、代わりにそこは活動スペースとする 

・コミュニティホールは確保すべき 

・各階に声が響くため指導が困難になる 

・冷暖房効率が悪い 

■児童クラブに関して 

・児童クラブは独立・別棟に設置する  

・管理を明確にした方が良い 

 

■管理部門に関して    

・職員室と保健室は隣接させる形とし配置場所を再検討する 

・印刷室は職員室と隣接させる 

・保健室へのシャワールームを設置する 

・子どもたちの活動を考えた放送室の拡大が必要である 

・資料室・収納スペースをやや多めに配置する 

・職員室と隣接した会議室が必要である 

・職員室と校長室は内部に出入口を設置する 

・職員室入口付近への学年・クラブ・委員会・ＰＴＡ等の区分箱の設置する 

・ＰＴＡ室は１階にすべきである 

 

■昇降口に関して 

・もっと入口を広くするかそれを２カ所とする 

・各学年単位で入れるような作りとする 

・規模に対して狭過ぎるため、もっと広くすべき 

 

■支援室に関して 

・スペース全体が狭過ぎる 

・相談室は小さくても良いので各階へ設置する 
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■プールに関して 

・プールへは外へ出ずに行ける設計とする 

・プールへの通路を作る 

 

■屋上に関して 

・屋上は活動の場として必要である 

・校庭の悪環境時の運動スペースの１つとできる 

 

■校庭に関して 

・幼稚園スペースのポケットパーク利用 

・倉庫(収納スペース)が必要である 

 

■体育館に関して 

・校庭への出入口を確保する 

・社会体育を考慮し、入口は内外部どちらにも設置する 

・ギャラリーを設置する 

・壁と窓の割合を考えて設計すべき 

 

■設備に関して 

・トイレは床を水で流せるものとする 

・洋式トイレの数を多くする 

・着替えスペースのあるトイレが必要である 

・教室の児童用ロッカーは従来のものより大きめとする 

・水道を多く設置する 

 

■駐車場について 

・大型バスが入るスペースは必要ない 

・可能な限り数は多く確保すべきである 

 

■その他 

・セキュリティーの強化のため外構に塀を設ける 

・木材をふんだんに使った校舎にする 

・外観は歴史と伝統を考慮したデザインとする 

・車と人の動線を明確にする 

・学年室を設置する 

・屋上か体育館（２階建てとした時）の１階を異学年の交流場所として必要である 
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③ 第２回ワークショップ(教員)について 

   ・日 時  平成２２年１２月６日(月)15 時 30 分から 17 時 

 ・参加者  土浦小学校教員 １３名、小場瀬先生、横須賀設計事務所 ２名 

         学務課 ２名、住宅営繕課 １名         合計１９名 

   ・場 所  土浦小学校１階会議室 

   ・作業概要 主に、オープンスペースの形態及び吹き抜けについて、意見交換を行いま

した。 

・意見集計のまとめ（概要） 

    ■教室廻りの考え方に関して 

・教室は、仕切りを閉じた状態での使用を基本し、状況に応じてオープンスペース

間の仕切りを開放して使っていきたい。 

・児童のランドセル・絵具道具・習字道具・掃除用の白衣袋掛などの収納スペース

が必要である。 

・水飲み場を教室内に設ける場合は、床に水はねを避けるようにまた蛇口は出来る

だけ多く必要である。 

・普通教室にもエアコンを設置して欲しい。 

    

    ■■■■吹き抜けに関して 

・ともかく事故の無いように対応をお願いしたい。 

・換気窓は、故障が無いような窓にして欲しい。 

・窓掃除、点検が素人でもできるように考慮して欲しい。 

 

    ■その他 

・印刷室は、防音対策をして欲しい。  

・２階の放送室は、運動会の時の操作方法も考慮して欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オープンスペースの検討】 
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④ 第 3 回ワークショップ(教員)について 

   ・日 時  平成２３年１月１４日(金)1６時２０分から１７時４０分 

   ・参加者  土浦小学校教員 １０名、小場瀬先生、横須賀設計事務所 ４名 

                         (千葉大 柳澤先生含む) 

         学務課 ３名、住宅営繕課 １名         合計１９名 

   ・場 所  土浦小学校１階会議室 

・作業概要 主に、第２回ワークショップからの修正案を基に教室廻りの考え方等につ

いて意見交換を行いました。 

         最後に小場瀬先生より「自然を使った冷房への試み」についての取り組み

や実験などのお話を聞きました。 

 

・意見集計のまとめ（概要） 

■教室廻りの考え方に関して 

・ロッカーは、オープンスペース側に移動式を設ける方が良い。 

・ロッカーの奥行きはピアニカ等が納まるように大きさが欲しい。 

・普通教室にもエアコン設置を検討して欲しい。 

 

■特別支援の教室の考え方に関して 

・ことばの教室と資料室を入れ替えたプランの方が良い。 

・プレイルームにある畳は必要ない。 

・交流テラス側は、腰壁のある窓を設置することが望ましい。 

・保健室前の相談室と特別支援スペースの相談室は、どちらかに集約することが 

できる。 

 

■その他 

・トイレは階ごとに集約するのではなく、学年ごとに設置することが望ましい。  

・職員のための食事等が取れる休憩室、給湯室を設けて欲しい。 

・ＰＴＡ室は、使用頻度が高いため、２階に設けることが望ましい。 

・国語・算数・社会等は、資料が多いため、各階に資料室が欲しい。 

・文書，季節のもの、消耗品などが入る資料室がもう少し多く欲しい。 

・体育館屋上で運動ができるようにして欲しい。 

・体育館屋上の観察園は不要である。 
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   平成 22 年度に行われたプロポーザルによる設計者決定後、設計事務所を交えて 2 回 

の検討委員会及び地域の方々と芝生化の協議を行い、改築計画に関する整備方針（提言） 

をまとめる作業を行いました。 

 

（１）検討委員会等の活動状況 

 

  ■第 5 回土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築検討委員会 

・開催日時：平成 22 年 11 月 8 日（月） 

・出 席 者：委員１３人、事務局１０人、傍聴者０人 

・議  題：（１）校舎及び屋内運動場の配置・平面計画について 

（２）既存樹木及び記念碑の取扱いについて 

・議事結果：（１）校舎及び屋内運動場の配置計画や平面計画について協議しました。 

（２）既存樹木及び記念碑などの取扱いや留意事項について協議しました。 

 

  ■第 6 回土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築検討委員会 

・開催日時：平成 23 年 1 月 18 日（火） 

・出 席 者：委員１３人、事務局１１人、傍聴者１人 

・議  題：（１）校舎及び屋内運動場の平面詳細計画について 

（２）校舎の外観について 

（３）校庭の芝生化について 

・議事結果：（１）教室廻りや特別教室・管理室等の計画について協議しました。 

（２）校舎外観の形状や色彩等について協議しました。 

（３）校庭芝生化における維持管理体制について協議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 土浦小学校改築計画に関する検討作業内容 

 

自然力をつかった土浦小学校の提案

【自然力活用イメージ】 【グリーンカーテンイメージ】 
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■土浦小学校校庭芝生化協議 

・開催日時：平成２３年２月２２日（火） 

・出 席 者：土浦小学校 PTA6 人、スポーツクラブ代表 3 人、土浦小学校 1 人 

事務局 3 人 

・意見集計のまとめ（概要）              

□芝生化について 

・校庭を芝生にするメリットは非常にある。 

・教育委員会の支援により、地域が維持管理を行う方法での校庭の芝生化に 

賛同する。 

 

   □ 芝生管理の組織作りについて 

   ・管理の中核が，10 年 20 年続く組織作りを目指す。 

   ・PTA 後援会が組織のリーダーになり、各クラブチームと協働して、 

維持管理に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   □ 芝生管理等について 

   ・芝刈り、散水、冬芝の種まき等の管理について 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ後援会 

クラブ 

チーム 

クラブ 

チーム 

クラブ 

チーム 

クラブ 

チーム 

芝生管理組織 

協働 

協働 

協働 

協働 
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（2）検討作業内容 

    普通教室の数については、児童数の推移をもとに設定を行い、管理・特別教室に関 

しては、既存の教室数をもとに設定をしました。 

 

【想定室の主な構成】 

室名 室数 室名 室数 室名 室数 

普通教室 26 図書室 1 印刷室 1 

特別支援教室 4 相談室 2 放送室 1 

理科室 2 多目的室 1 更衣室 1 

音楽室 2 校長室 1 配膳室 3 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 1 職員室 1 屋内運動場 1 

図工室 1 会議室 1   

家庭科室 2 ＰＴＡ室 1   

 

 

①  想定配置として３案を作成し検討を行いました。 

主な諸室の構成をもとに校舎ボリュームを算出し、配置検討を行いました。 

 

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 検討内容 】 

防犯性、安全性・仮設コスト・工事中の影響・教室の関連性・グランドの形態及び

隣地への影響について検討を重ねました。 

その中でも、大きな要因としまして、グランドの形態については、Ａ、Ｂ案に対し

てＣ案は変形したグランドになってしまう。 

隣地への影響として、Ａ案に対してＢ、Ｃ案は、隣地へ与える日影や圧迫感の影響

が大きいなどがあります。 

それらを勘案しまして、Ａ案を採用することとなりました。 
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② 配置案及びブロックプラン案を作成し検討を行いました。 

 

配置案 

 

 

1 階ブロックプラン 

 

2 階ブロックプラン 

 

3 階ブロックプラン 
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【 検討内容 】  

■配置計画について 

・大手門のあたりから敷地内に入れて歩かせてもよいのではないか。 

・敷地への入り口は 2 つだけではなく、出入り口を増やしたほうがよいと思う。 

 

■オープンスペースについて 

・低学年へのオープンスペース型の教室形態は不向きである。 

・廊下側にオープンスペースがある形態ではなく、外部側にオープンスペースがある 

形態は非常に良いと思う。 

 

■吹き抜けについて 

・吹き抜け部分はスペースがもったいない。有効に活用すればもっとスリムになるの

ではないか。 

・吹き抜けをやめて外壁にしても両側に壁のある空間はジメジメとして役に立たない。 

それであれば吹き抜けをとって明るくしたほうが良い。 

・安全性の面で心配である。 

 

■既存樹木と記念碑の取り扱いについて 

・寄贈されたものは残してほしい。 

・新しいものや理科教材で植えたものは伐採してもよいのではないか。 

・同窓会や後援会が主体となり思い出を語り合うシンポジウムや卒業記念品をリプレ

イスするのもよいのではないか。 

・亀城公園からきた付き当りにある松は寄贈者の名前が書いてあった。 

・幼稚園側のマキ・センダン・クスノキと門は残してほしい。 

・一般的に桜の樹の伐採は気にしなくて良い。 

・民家よりの落葉樹は伐ったほうがよい。 

・エノキを再利用して何かをつくってはどうか。（ベンチ、仕上げ材、理科の教材等） 

 

■グランドの芝生化について 

・芝生の管理を行うことを決めた年代はよいが、子供が卒業すると疎遠になり永続的

に続かない場合がある。 

・管理面においてＰＴＡ会員みんなで実施する旨の賛同を得るのは難しい。 

・スポーツ少年団の関係者で管理をしていきたいと言っているので、その人をオブザ

ーバーとして会議にお招きしたい。 
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③ 先の案に対し修正を加え検討するとともに、教室廻りについては具体的なプランを 

作成し検討を行いました。 

配置案 

 

 

1 階ブロックプラン 

 

2 階ブロックプラン 

 

3 階ブロックプラン 
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④ 教室廻りの検討は、ワークショップにおいて主にオープンスペースの取り方について話

し合われました。 

オープンスペースを廊下側に取った案と屋外側にとった案について話し合いを行い児童

が落ち着いて授業が受けられる環境として屋外側にオープンスペースを取った方が良いと

いう結論にいたりました。 

教室廻りの検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 検討内容 】 

■配置計画について 

・軽トラで敷地周囲を回れるようにしてほしい。 

・ゴミをストックしておく場所を検討してほしい。 

  ・灯油を使用する場合には、燃料庫の位置を検討してほしい。 

  ■平面計画について 

・家庭科室が 2 教室必要か検討してほしい。 

・印刷室を相談室部分に移動して職員室の湯沸し室をとってはどうか。 

  ■外観について 

・屋根は緑青色を検討してほしい。 

  ■グランドの芝生化について 

   ・ＰＴＡが中心になって話を進めていきたい。 
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これまで検討委員会、ＷＳ（教員）、ＷＳ（児童）において出された意見をもとに、土浦小 

学校改築計画に関する整備方針を検討します。 

 

これまで検討委員会、児童・教員ワークショップにおいて出された意見をもとに、 

  土浦小学校改築計画に関する整備方針をまとめました。 

１１１１．安全性・快適性．安全性・快適性．安全性・快適性．安全性・快適性    

・職員室は、グランド、正門への管理視線の確保できる位置とする。 

 また、校内の見通しがよいものとする。 

・耐震性に配慮された構造計画とする。 

・体育館は地域開放を考慮すると共に防災の拠点としての機能にも配慮する。 

・誰もが使用しやすい計画とする。 

（ユニバーサルデザイン：エレベータ、スロープ、多目的便所、サイン色彩計画等） 

２２２２．環境への配慮．環境への配慮．環境への配慮．環境への配慮    

  ・吹き抜けや緑のカーテンを利用し、室内環境を向上させる。 

        ・グランドを芝生化し、豊かな施設環境を確保する。 

  ・太陽光発電システムを設置し、環境教育を推進する。 

  ・ビオトープ、雨水の再利用などにより自然環境保護に努める。 

     ・リサイクル材等を採用し、エコに配慮する。 

     ・昼光センサー付照明や節水型便器を採用し、消費エネルギーを軽減する。 

３３３３．多様な学習形態への対応．多様な学習形態への対応．多様な学習形態への対応．多様な学習形態への対応    

     ・多目的スペースを備えた普通教室とする。 

     ・関連教科との連携に配慮した特別教室の配置とする。 

     ・学年交流を促す共用スペースの充実を図る。 

４４４４．使やすく設備の充実した校舎．使やすく設備の充実した校舎．使やすく設備の充実した校舎．使やすく設備の充実した校舎    

     ・調べ学習に対応できる情報ネットワークを整備する。 

     ・多用な授業形態に対応可能な、家具、実験台等を採用する。 

     ・将来の空調機器設置に対応可能な計画とする。 

５５５５．景観への配慮．景観への配慮．景観への配慮．景観への配慮    

     ・歴史的な街並みとの調和を図る。 

     ・分節型の校舎により周辺への圧迫感を軽減する。 

     ・既存樹木の保存や歴史の小径事業との調和を図った塀の計画とする。 

   ６６６６．．．．長寿命化長寿命化長寿命化長寿命化    

     ・庇の設置により外壁を保護する計画とする。 

・改修、更新のし易さに配慮した構造や設備を採用する。 

・メンテナンス性に配慮した計画とする。 

※ユニバーサルデザイン：年齢や障がいの有無などにかかわらず、誰もが使いやすい 

環境を整えること。 

8 土浦小学校改築計画に関する整備方針（提言） 

 



- 55 - 

 

 

 

（１）検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場の改築に当たり，施設設備及び景観の整

備に係る課題について調査及び検討を行い，その結果を改築構想の策定に活用す

ることにより教育環境の向上を図るため，土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動

場改築検討委員会（以下「検討委員会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 検討委員会は，前条に定める目的を達成するため，次に掲げる事項について調査

及び検討を行い，これらの結果を教育委員会に提言する。 

（１）土浦小学校校舎及び屋内運動場の改築に伴う施設設備の整備に関する事項 

（２）土浦小学校校舎及び屋内運動場の改築に伴う景観の整備に関する事項 

（３）前２号に掲げるもののほか，土浦小学校の教育環境の向上に関し必要な 

事項 

（組織） 

第３条 検討委員会は，委員１６人以内で組織する。 

２ 委員は，次に掲げる者のうちから，教育委員会が委嘱し，又は任命する。 

（１）学識経験を有する者 

（２）土浦小学校の学校長 

（３）土浦小学校に在籍する児童の保護者の代表 

（４）土浦小学校の通学区域の地域の代表 

（５）土浦市立小中学校長の代表（第２号に掲げる者を除く。） 

（６）市職員 

（７）前各号に掲げるもののほか，教育委員会が必要と認める者 

（委員長及び副委員長） 

第４条 検討委員会に委員長及び副委員長を置き，それぞれ委員の互選によって定める。 

２ 委員長は，会務を総理し，検討委員会を代表する。 

３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき，又は委員長が欠け 

たときは，その職務を代理する。 

（任期） 

第５条 委員の任期は，第２条の提言を教育委員会に行った日をもって満了とする。 

２ 委員が欠けた場合における補充委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

３ 第３条第２項第２号から第７号までに規定する委員は，委嘱又は任命当時の 

  職を退いたときは，委員の資格を失うものとする。 

9 検討委員会について 
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（会議） 

第６条 検討委員会の会議は，委員長が招集し，その議長となる。 

２ 検討委員会は，委員の半数以上の者の出席がなければ会議を開くことができ 

ない。 

３ 会議の議事は，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決する 

  ところによる。 

（意見の聴取等） 

第７条 委員長は，必要があると認めるときは，委員以外の者を会議に出席させ，意見 

若しくは説明を聴き，又は資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第８条 検討委員会の庶務は，教育委員会学務課において処理する。 

 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか，検討委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が 

別に定める。 

  

付 則 

この告示は，平成２１年４月１日から施行する。 
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（２）検討委員会の活動状況 

回数 開催日 主な協議事項 参加者 

第１回 
平成２１年 

８月２４日 

・委嘱状交付・委員長選出 

・検討委員会スケジュール 
委員 15 名 

第２回 
平成２１年 

１１月４日 

・第 1 回視察会意見交換 

・アンケート実施 
委員 12 名 

第３回 
平成２２年 

１月１２日 

・アンケート集計結果及び 

意見交換 
委員 14 名 

第４回 
平成２２年 

４月１６日 

・改築計画に関する基本方針 
委員 12 名 

第５回 
平成２２年 

１１月８日 

・配置、平面計画 

・既存樹木、記念碑の取扱い 
委員 13 名 

第６回 
平成２３年 

１月１８日 

・校舎の平面詳細計画 

・校舎の外観 ・校庭の芝生化 
委員 13 名 

第７回 

（最終） 

平成２３年 

３月１１日 

・改築計画に関する提言 

 
委員 1２名 

 

（３）学校視察会の活動状況 

回数 開催日 視察学校 参加者 

第１回 
平成２１年 

9 月２９日 

・水戸市立三の丸小学校 

・水戸市立新荘小学校 

・土浦市立真鍋小学校 

委員 12 名 

第２回 
平成２２年 

２月２３日 

・つくば市立竹園西小学校 

・つくば市立谷田部中学校 

・土浦市立右籾小学校 

委員 12 名 

 

（４）アンケート調査の実施状況 

対象 実施時期 調査項目 配布数 

土浦小学校児童

の保護者 
平成２１年１１月 

・改築する際に、特に大切に 

したい項目 

・校舎外観のイメージ 

・土浦らしいイメージ 

５９７世帯 
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（５） 検討委員会 名簿                     

（敬称略・順不同） 

氏名 組織・役職 備考 

小場瀬 令二 筑波大学システム情報工学研究科 教授 委員長 

中 台  義 保 地区長連合会大鷲ブロック 会長 副委員長 

生天目 公司 土浦小学校 学校長  

中 村  雅 一 土浦小学校ＰＴＡ 会長  

櫻 井  卓 土浦小学校後援会 会長（H22 年度） 平成 22 年 4 月 1 日から 

坂 本  實 地区長連合会八幡ブロック 会長  

杉 本  衣 代 一中地区民生委員児童委員協議会 副会長  

飯 田  節 子 土浦小学校学校評議員  

五 十 嵐  茂 土浦小学校同窓会 会長  

甲 野  浩 規 土浦小学校後援会 会長（H21 年度）  

都 賀  和 男 土浦市校長会 会長 平成 22 年 4 月 1 日から 

東 郷  和 男 土浦市都市整備部 部長  

菅 又  章 雄 土浦小学校 教頭 平成 22 年 4 月 1 日から 

山 中  敏 子 土浦小学校 教諭  

高野 智映子 土浦幼稚園 PTA 会長 平成 22 年 6 月 25 日から 

 

森 内  靖 雄 土浦小学校ＰＴＡ 副会長 平成 22 年 3 月 31 日まで 

中 島  洋 一 土浦市校長会 会長 平成 22 年 3 月 31 日まで 

久 保 田  憲 土浦小学校 教頭 平成 22 年 3 月 31 日まで 

柴  千 恵 土浦幼稚園ＰＴＡ 会長 平成 22 年 6 月 24 日まで 
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（1）耐力度調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 参考資料 
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（2）埋蔵文化財試掘確認調査（第 2 次）報告書 

 

１． 調査原因：土浦小学校建替計画 

２． 開発面積：3,984 ㎡（全体面積） 

３． 調査実施日：2010（平成 22）年 8 月 23 日（月）～26 日（木） 

４． 調査箇所：土浦市大手町 13-32（土浦小学校及び土浦幼稚園内） 

５． 調査遺跡：土浦城跡（遺跡番号 203-226） 

６． 試掘確認調査面積：約 300 ㎡ 

７． 調査地現況： 

標高約 2m の桜川低地の自然堤防上。調査地の現在の主な土地利用は小学校校庭

及び幼稚園園庭である。当該地は土浦城西郭の一部であり、主に江戸時代には武家

屋敷及び城郭施設（大手門）、明治時代からは主に小学校・幼稚園敷地として利用

されてきた場所である。 

          それぞれの施設の略歴は下記のとおりである。 

○土浦小学校 

 ・木造校舎１(旧々校舎)：明治 9 年(1876)・12 年(1879)～明治 42 年(1909) 

 ・木造校舎２(旧校舎)：明治 43 年(1910)～昭和 42 年(1967) 

 ・RC 造校舎：昭和 43 年(1968)～現在 

○土浦幼稚園 

 ・木造園舎１(旧々園舎)：明治 18 年(1885)～大正 12 年(1923) 

 ・木造園舎２(旧園舎)：大正 13 年(1924)～昭和 54 年(1979) 

 ・RC 造園舎：昭和 55 年(1980)～現在 

（土浦小学校 1973『土浦小学校創立百周年記念誌』、土浦市立博物館 2010『幼

児教育コトハジメ』より） 

       なお、本小学校建替に伴う試掘確認調査は平成 20 年(2008)8 月にも実施し 

ており、今回が 2 回目となる。 

 

  

土浦小学校旧々校舎（左）・旧校舎（右）平面図（『土浦小学校創立百周年記念誌』より） 
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発掘調査場所位置図（S=1/2500） 

 

試掘対象地（緑斜線部） 

緑斜線部のうち、既存建物部分及び平成 20 年度試掘調査実施部分(黄色斜線)を除いた 

部分が、今回試掘調査対象範囲 

 

調査場所調査場所調査場所調査場所    
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■ 調査結果 

今回の試掘確認箇所において確認された遺構は次のとおりである。 

（１）濠跡 

   平成 20 年度調査時の第 2 トレンチで確認されていた土浦城西郭南西側の濠跡が、 

今回第 11・14・16・17 トレンチにおいても検出された。濠は小学校南西側境界 

より約 18m（北東側市道大手町 1 号線側から見れば約 50m）の位置にあり、概ね 

現在の小学校校庭に描かれたトラックの内周線付近及びその延長線に当たる。 

濠の部分では、湧水のほか、二重三重に設けられた木杭や板材による土留め、更に 

土留めを超えて濠に向かって流れ込んで堆積している土層が確認できた。このこと 

から、濠は一度土留めを設置した後も校庭拡張などのために土砂・廃材によって埋め 

立てられ、また埋め立てが進むに従い再度その外側に土留め柵を設置して、また濠を 

埋めてくことを繰り返していったことが分かる。濠の埋め立て時期については、第 11 

トレンチにおいて 1 号建物跡の煉瓦造基礎のうち南西側のものが、濠の第１期埋め 

立て土を切って設置されているため、濠の埋め立て開始が明治 43 年より以前である 

ことを推定することができる。 

当初この部分の濠は地籍図形態から学校境界付近ではないかと思われていたが、 

今回の調査により想定よりもかなり北東側に濠が広がっていたことが明らかとなった。 

なお、幼稚園園庭の第 10 トレンチでは遺構は検出されていないが、位置的に今回 

検出された濠の延長線に当たることや、確認された土層が軟弱な泥層であったことか 

らみれば、本トレンチの掘削場所自体が濠の中であった可能性もある 

（２）建物基礎跡 

 ①1 号建物跡：平成 20 年度調査時の第 9 トレンチにおいて煉瓦造の建物基礎跡が検出

されていたが、今回も第 11 トレンチにおいて 2 ヶ所、第 12 トレンチにおいて 1 ヶ所

検出された。検出された状況から見ると、この煉瓦造基礎の建物は東西約 30m、南北

約 24m の L 字形になるものと想定される。資料を見ると、この場所には明治 43 年

(1910)に竣工した土浦小学校の木造旧校舎の教室棟があり、今回の遺構と形態と合致

することから、本遺構は教室棟の一部であると考えられる。 

 ②2 号建物跡：平成 20 年調査時の第 6・7 トレンチにおいてコンクリート製の基礎 

が検出されていたが、今回も第 15 トレンチにおいて同様のものが検出された。検出 

された状況から見ると、このコンクリート基礎は南北方向に約 27m 以上伸びている 

ことが分かるが、東西方向については対応する基礎が確認できていないため規模は 

不明である。資料を見ると、この場所には明治 43 年(1910)に竣工した土浦小学校 

旧校舎の講堂が存在することから、本遺構は講堂の一部である可能性が想定される。 

  ③3 号建物跡：第 15 トレンチ中央部南端で検出したもので、横に並べた丸太材の 

下に枕木状の短い丸太が支えとして埋め込まれた遺構である。周囲のトレンチで対応 

する遺構は確認されていない。検出状況から見ると、北側は②のコンクリート基礎 

設置時攪乱を受けているが、南側については調査区外に伸びているものと思われる。 



- 63 - 

資料を見るとこの辺りには明治 43 年(1910)竣工の小学校に伴う建物は確認できない

が、明治 12 年(1879)に竣工した土浦小学校旧々校舎の教室棟があることから、本遺

構は旧々校舎の建物基礎の一部である可能性が想定される。 

（３）杭群 

第 14 トレンチ中央部で検出されたものである。周囲のトレンチで対応する遺構は 

確認されていない。不明な点も多いが検出状況から見ると南北幅約 2～2.5m で東西 

方向に伸びている遺構である可能性が想定される。資料を見ると明治 43 年(1910) 

竣工の旧小学校建物には、教室棟と講堂を結ぶ渡り廊下が存在していることから、本 

遺構は渡り廊下の一部である可能性が想定される。 

（４）石組暗渠状遺構 

第 11 トレンチ中央部で検出されたものである。周囲のトレンチでは対応する遺構 

は確認されていない。検出状況から見ると東西方向に伸びていることが分かる。 

本遺構が検出された場所は明治 43 年(1910)竣工の小学校建物の下にあたり、ま 

た検出層位も明治 43 年の建物整地土より下であることから、本溝は明治 43 年以前 

に設置されたものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土浦小学校第２次確認調査 確認遺構 

 

 

 

１号建物跡 
２号建物跡 

杭群 ３号建物跡 
石組暗渠状遺構 

濠跡（斜線部） 
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１１．想定される調査対象 

今回確認された上記遺構のうち、（２）建物基礎跡 3 棟及び（３）杭群については 

近代の建物に伴うものと考えられる。そこで、発掘調査対象は第１次調査で遺構が検出 

された校舎寄りの部分及び今回濠跡が検出された部分を中心に検討したい。 

 

 

 

遺構検出箇所 

（調査必要箇所） 
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（３）歴史の小径パンフレット 
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（4）土浦市景観計画［抜案］（案） 
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（５）校庭芝生化についての資料 
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■グラウンド芝生化資料（いくぶん幼稚園園庭芝生化事業について） 

【事業の概要】 

・ 面積４５０㎡ 

・ 園児や保護者等による植付け（ティフトン芝） 

・ 幼稚園の先生による維持管理 

・ ６月１９日：苗植付け 

・ ８月１０日：芝刈り開始 

【いくぶん幼稚園】平成２１年度実施 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

植付け（６月）     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           裸足で運動会(１０月)         

 

【芝生化の検証結果】   

・ 園庭一面が緑になり、保育する上での環境が良くなった。 

・ 土の園庭のときよりも園庭で遊ぶ園児が増えた。 

・ 寝転んだり、裸足で遊んだり活動への意欲が向上した。 

・ 擦り傷などの怪我が減少した。（運動会のときの傷の消毒薬がいらなかった。） 

・ 土埃が立たなくなった。 

・ 水溜りがなくなり、雨の翌日に整地する必要がなくなった。 

・ 子どもたちの運動能力の向上等の効果が期待できる。 

 芝生化された園庭（８月） 

裸足で運動会（１０月） 
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（６）アンケート用紙 

    

    

－－－－    調査ご協力のお願い調査ご協力のお願い調査ご協力のお願い調査ご協力のお願い    －－－－ 

日頃から市政にご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 土浦小学校においては、昭和 41 年 3 月に校舎の一期工事の改築後、すでに 44 年が 

経過しており、老朽化が進行しております。校舎等の地震に対する安全性を調査したとこ 

ろ、国の定める基準を下回っていることから、現在地で全面改築することになりました。 

これをもとに、よりよい小学校施設環境の整備を目的として、本年８月土浦市立土浦 

小学校校舎及び屋内運動場改築検討委員会を設置いたしました。 

今後、検討委員会において、保護者の皆様のご意見等を参考にし、改築に向けての構想策

定に活用していきたいと考えています。 

なお、このアンケート調査は、無記名回答で、アンケート結果の公表においては、 

ご回答いただいた皆様にご迷惑をかけることは一切ございません。 

お手数をお掛けしますが、アンケート調査の趣旨にご理解をいただき、ご協力をお願い申

し上げます。 

平成２１年１１月 

                     土浦市教育委員会 

                      教育長 冨永善文 

    

◆記入にあたってのお願い 

①アンケートの内容につきましては、別添の「アンケート項目の内容についての説明」を参

考にしていただき、ご記入してください。 

②ご記入が終わりましたら、同封の封筒へ入れて、○月○日（○曜日）までに、お子様に学

校へ届けていただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

〔問合せ先〕 

                土浦市教育委員会学務課施設係 担当：室町・市村 

             〒３００－４１９２ 土浦市藤沢９７５番地 

                電話 ０２９－８２６－１１１１（内線５１１１） 

 

土浦市立土浦小学校改築計土浦市立土浦小学校改築計土浦市立土浦小学校改築計土浦市立土浦小学校改築計画に関するアンケート画に関するアンケート画に関するアンケート画に関するアンケート    
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土浦小学校は建ててから長い年数が経過しております。建て替えを計画するにあたり、 保

護者の皆様の学校に対する意見をお聞きし、改築構想策定を進める際の、参考にさせて頂き

たいと考えております。 

 この度は、大変お忙しい中、恐れ入りますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。 

    

１１１１    ご自身について（該当項目を○で囲む、又は必要事項を記入ください）ご自身について（該当項目を○で囲む、又は必要事項を記入ください）ご自身について（該当項目を○で囲む、又は必要事項を記入ください）ご自身について（該当項目を○で囲む、又は必要事項を記入ください）    

・ お住まいの地区 

    （         町         丁目） 

・ 年 齢  

①２０代   ②３０代   ③４０代   ④５０代以上 

    

２２２２    土浦小学校を改築する際に、特に大切にしたい項目を次の中から土浦小学校を改築する際に、特に大切にしたい項目を次の中から土浦小学校を改築する際に、特に大切にしたい項目を次の中から土浦小学校を改築する際に、特に大切にしたい項目を次の中から３つ選んで３つ選んで３つ選んで３つ選んで、、、、    

その項目に○をつけてください。その項目に○をつけてください。その項目に○をつけてください。その項目に○をつけてください。    

1 多様な学習形態，弾力的な集団による活動を可能とする施設 

2 亀城公園などの景観に配慮した施設 

3  屋内・屋外運動体育施設の充実 

4 情報環境の充実 

5 学校図書館（図書室）の充実 

6 国際理解の推進のための施設 

7 特別支援教育の推進のための施設 

8 健康に配慮した施設 

9 学校の歴史・思い出を伝える工夫 

10 耐震性の確保 

11  安全・防犯に優れた施設 

12 施設のバリアフリー対応 

13 環境に配慮した学校施設 

14 カウンセリングの充実のための施設 

15 学校開放のための施設・環境 

16 整備期間中の学習・生活環境の確保 

17 その他  具体的にご記入ください 

 

 

 

    

    

土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築計画に関するアンケート回答票土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築計画に関するアンケート回答票土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築計画に関するアンケート回答票土浦市立土浦小学校校舎及び屋内運動場改築計画に関するアンケート回答票
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３３３３    前の質問で選択した項目について、具体的なご意見がありましたら前の質問で選択した項目について、具体的なご意見がありましたら前の質問で選択した項目について、具体的なご意見がありましたら前の質問で選択した項目について、具体的なご意見がありましたら    

ご記入ください。ご記入ください。ご記入ください。ご記入ください。    

1 選択した（   ）項目について 

 

 

 

 

 

 

2 選択した（   ）項目について 

 

 

 

 

 

 

3  選択した（   ）項目について 

 

 

 

 

 

 

４４４４    現在及び将来の学校施設・環境に対するご意見がありましたら、現在及び将来の学校施設・環境に対するご意見がありましたら、現在及び将来の学校施設・環境に対するご意見がありましたら、現在及び将来の学校施設・環境に対するご意見がありましたら、    

ご自ご自ご自ご自由にお書きください。由にお書きください。由にお書きください。由にお書きください。    

 

 

 

 

 

 

 

お忙しい中、アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。お忙しい中、アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。お忙しい中、アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。お忙しい中、アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。    
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アンケート調査票アンケート調査票アンケート調査票アンケート調査票    

□ アンケート項目の内容についての説明アンケート項目の内容についての説明アンケート項目の内容についての説明アンケート項目の内容についての説明    

    

１１１１    多様な学習形態，弾力的な集団による活動を可能とする施設多様な学習形態，弾力的な集団による活動を可能とする施設多様な学習形態，弾力的な集団による活動を可能とする施設多様な学習形態，弾力的な集団による活動を可能とする施設    

これからの学校では，多様な学習内容・学習形態による活動を可能とする施

設として計画することが重要であり，一斉指導による学習以外に，ティームテ

ィーチング（複数教員による協力的指導）による学習，個別学習，少人数指導

による学習，グループ学習等に活用できる多目的な空間をつくり，学級の教室

との連携に配慮した施設にする。 

２２２２    亀城公園などの景観に配慮した施設亀城公園などの景観に配慮した施設亀城公園などの景観に配慮した施設亀城公園などの景観に配慮した施設    

本地区は，景観形成重点地区に指定されており，良好な景観形成を図るため，

周辺環境と調和する学校施設にする。 

３３３３        屋内・屋外運動体育施設の充実屋内・屋外運動体育施設の充実屋内・屋外運動体育施設の充実屋内・屋外運動体育施設の充実    

健康的で使いやすく，耐久性のある屋内運動場（体育館），広く運動しやす

い屋外運動体育施設(校庭)にする。 

４４４４    情報環境の充実情報環境の充実情報環境の充実情報環境の充実    

高度情報通信ネットワーク社会において，児童が主体的な活動及び自らの意

志で学ぶことを支え，生きる力を育てる学校環境をつくる。 

５５５５    学校図書館（図書室）の充実学校図書館（図書室）の充実学校図書館（図書室）の充実学校図書館（図書室）の充実    

図書室を，規模や図書・視聴覚メディアについて拡充をするとともに，児童

のコンピュータ利用学習等も可能となる施設をつくる。 

６６６６    国際理解の推進のための施設国際理解の推進のための施設国際理解の推進のための施設国際理解の推進のための施設    

外国語の指導，外国人児童の受け入れ，日本の伝統文化や異文化理解等の学

習活動への対応を考慮した施設をつくる。 

７７７７    特別支援教育の推進のための施設特別支援教育の推進のための施設特別支援教育の推進のための施設特別支援教育の推進のための施設    

教育上特別な支援を必要とする児童に対して，障害の状態や特性等を踏まえ

つつ，適切な指導及び必要な支援を可能とする施設をつくる。 

８８８８    健康に配慮した施設健康に配慮した施設健康に配慮した施設健康に配慮した施設    

児童の健康に配慮し，校内の快適性を確保するため，採光，通風，換気等に

十分配慮すること。また，室内空気を汚染する化学物質の発生がない，若しく

は少ない材料を採用する。 
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９９９９    学校の歴史・思い出を伝える工夫学校の歴史・思い出を伝える工夫学校の歴史・思い出を伝える工夫学校の歴史・思い出を伝える工夫    

学校は，卒業生や在校生にとって思い出の集積される場であり，学校の歴史・

思い出（記憶）を伝える場所・しつらえを工夫する。 

１０１０１０１０    耐震性の確保耐震性の確保耐震性の確保耐震性の確保 

地震発生時において，児童等の人命を守るとともに，被災後の教育活動等の早

期再開を可能とするため，施設や設備の損傷を最小限にとどめることなど，十分

な耐震性能を持たせる。 

１１１１１１１１        安全・防犯に優れた施設安全・防犯に優れた施設安全・防犯に優れた施設安全・防犯に優れた施設    

学校施設は，災害発生時には地域住民の避難場所や防災物資備蓄の機能をも課

せられている公共施設であり，また，児童が安全に過ごすためにも，防災・防犯

に優れた施設として整備する。 

１２１２１２１２    施設のバリアフリー対応施設のバリアフリー対応施設のバリアフリー対応施設のバリアフリー対応    

障害のある児童，教職員等が安全かつ円滑に学校生活を送ることができるよう

に，障害の状態や特性，ニーズに応じた設備（スロープ，手すり，便所，出入口，

エレベーター等）に配慮する。 

１３１３１３１３    環境に配慮した学校施設環境に配慮した学校施設環境に配慮した学校施設環境に配慮した学校施設    

環境との調和，そして環境教育のために，建物の熱負荷を低減（断熱）・太陽

光発電・雨水再利用設備・リサイクル建材等を利用した施設とする。 

    

１４１４１４１４    カウンセリングの充実のための施カウンセリングの充実のための施カウンセリングの充実のための施カウンセリングの充実のための施設設設設    

保健室，教育相談室（心の教室），適応指導教室等カウンセリングの機能が

充実した施設をつくる。 

１５１５１５１５    学校開放のための施設・環境学校開放のための施設・環境学校開放のための施設・環境学校開放のための施設・環境 

学校や地域の特性に応じた防犯対策を実施し，安全性を確保した上で，必要

に応じ，地域住民の積極的な利用の促進を図りつつ，共同利用のできる施設に

する。 

１６１６１６１６    建設期間中の学習・生活環境の確保建設期間中の学習・生活環境の確保建設期間中の学習・生活環境の確保建設期間中の学習・生活環境の確保    

工事に伴い児童の心身の健康及び安全並びに学習及び生活に支障の生じる

ことのないよう，必要な環境を確保する。 
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（７）ワークショップでの意見（児童） 
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（８）ワークショップでの意見（教員） 

101018 土浦小学校教員へのアンケートのコメント意見集計のまとめ 

                   筑波大学 小場瀬令二 

 

１．ワークショップの進め方 

10 月 18 日に土浦小学校の新校舎設計案について教員とのワークショップが行われ

た。参加者は校長先生＋教頭先生＋他 12 名教員、教育委員会 4 名、設計事務所 3 名、

筑波大学 1 名。事前に実施したアンケート調査を筑波大学の方で集計してまとめておい

たものを初めに説明の後、それに付け加える形で必要な意見、強く主張されたい点を教

員にポストウィットで書いてもらい、アンケートで集計した意見に追記してもらって。

その後、ワークショップ方式で自由に意見交換を実施した。 

 

2．教員にアンケートに追記していただいたコメント 

それを整理し、その中で特に強く反映すべきという主張については赤字赤字赤字赤字で示す。 

 

■ 児童クラブに関して 

・ 児童クラブは独立・別棟に設置する児童クラブは独立・別棟に設置する児童クラブは独立・別棟に設置する児童クラブは独立・別棟に設置する        

 

■ プールに関して 

・ プールへは外へ出ずに行ける設計とするプールへは外へ出ずに行ける設計とするプールへは外へ出ずに行ける設計とするプールへは外へ出ずに行ける設計とする    

・ プールへの通路を作る 

 

■ 昇降口に関して 

・ もっと入口を広くするかそれを二カ所とするもっと入口を広くするかそれを二カ所とするもっと入口を広くするかそれを二カ所とするもっと入口を広くするかそれを二カ所とする    

・ 各学年単位で入れるような作りとする 

 

■ 屋上に関して 

・ 屋上は活動の場として必要である屋上は活動の場として必要である屋上は活動の場として必要である屋上は活動の場として必要である    

・ 校庭の悪環境時の運動スペースの１つとできる 

 

■ 校庭に関して 

・ 幼稚園スペースのポケットパーク利用 

・ 収納スペースを多く作る 
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■ 管理部門に関して    

・ 職員室と保健室は隣接させる形とし配置場所を再検討する職員室と保健室は隣接させる形とし配置場所を再検討する職員室と保健室は隣接させる形とし配置場所を再検討する職員室と保健室は隣接させる形とし配置場所を再検討する    

・ 印刷室は職員室と隣接させる印刷室は職員室と隣接させる印刷室は職員室と隣接させる印刷室は職員室と隣接させる    

・ 保健室へのシャワールームを設置する 

・ 子どもたちの活動を考えた放送室の拡大が必要である 

・ 資料室・収納スペースをやや多めに配置する 

・ 職員室と隣接した会議室が必要である 

・ 職員室と校長室は内部に出入口を設置する 

・ 職員室入口付近への学年・クラブ・委員会・PTA 等の区分箱の設置する 

■体育館に関して 

・ 校庭への出入口を確保する 

・ 社会体育を考慮し、入口は内外部どちらにも設置する 

・ ギャラリーを設置する 

・ 壁と窓の割合を考えて設計すべき 

 

■ オープンスペースに関して 

・ オープンスペースの教室は必要ないオープンスペースの教室は必要ないオープンスペースの教室は必要ないオープンスペースの教室は必要ない    

・ 多目的スペースは有効活用ができるため必要である多目的スペースは有効活用ができるため必要である多目的スペースは有効活用ができるため必要である多目的スペースは有効活用ができるため必要である    

・ 教室と多目的スペースには仕切りを設け、水道も設置する教室と多目的スペースには仕切りを設け、水道も設置する教室と多目的スペースには仕切りを設け、水道も設置する教室と多目的スペースには仕切りを設け、水道も設置する    

 

■ 設備に関して 

・ トイレは床を水で流せるものとするトイレは床を水で流せるものとするトイレは床を水で流せるものとするトイレは床を水で流せるものとする    

・ 洋式トイレの数を多くする 

・ 着替えスペースのあるトイレが必要である 

・ 教室の児童用ロッカーは従来のものより大きめとする 

・ 水道を多く設置する 

 

■ 吹き抜けに関して 

・ 吹き抜けは設けず、代わりにそこは活動スペースとする吹き抜けは設けず、代わりにそこは活動スペースとする吹き抜けは設けず、代わりにそこは活動スペースとする吹き抜けは設けず、代わりにそこは活動スペースとする    

・ コミュニティホールは確保すべき 

 

■ 支援室に関して 

・ スペース全体が狭過ぎる 

・ 相談室は小さくても良いので各階へ設置する 
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■ 駐車場について 

・ 大型バスが入るスペースは必要ない 

・ 可能な限り数は多く確保すべきである 

 

■ その他 

・ 木材をふんだんに使った校舎にする木材をふんだんに使った校舎にする木材をふんだんに使った校舎にする木材をふんだんに使った校舎にする    

・ 外観は歴史と伝統を考慮したデザインとする 

・ 車と人の動線を明確にする 

・ 学年室を設置する 

・ 屋上か体育館（二階建てとした時）一階を異学年の交流場所として必要である。 

 

3．フリーデスカッションでの意見交換 

小場瀬をファシリテーターとして教員、教育委員会関係者、設計事務所間で質疑応答

および議論を行った。特にアンケート調査から「オープンスペース」、「吹抜け」につい

ては議論のあるところであることが抽出されていたので、これらについて集中的に議論

を行った。また設計事務所側から「オープンスペース」や「吹抜け」の事例が PPT で

示され、それに基づいてさらに議論が展開された。 

 

3-1．オープンシステムについて 

①広い廊下兼作業スペースとして、教室と廊下の仕切りのないオープンシステムについ

ては、教育上の効果、逆効果を勘案すると採用しにくい 

 

②但し、今回の A 案については、オープンスペースと廊下は明確に仕切られており、①

の問題については多少逆効果は減らしている。 

 

③教室のバルコニー側にオープンスペースを確保する B 案については、教室ごとにオー

プンスペースが仕切れるならば、各教室の独立性が確保できることから、教育上の問題

は少ないと思われる。 

 

④ただ、②の方式、③の方式とも廊下をオープンスペースに取り入れていないことから、

オープンスペースを連坦して利用するとき、その奥行きが必ずしも十分でない可能性が

ある。これについては、必ずしも十分な議論をするには至らなかった。 

 

⑤いずれにしても生徒が落ち着いて勉学に打ち込めるようにすること、および各種の物

を掲示出来る壁量を確保することが必要だと思われる。 
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3-2．吹抜けについて 

①吹抜けの効果について色々疑念が教員側から出たが、それについては設計事務所側か

ら説明がされた。 

 

②吹抜けの安全性については、どこまで安全性を確保すべきか明確な指針がなく、より

安全性を高める（世の中の常識に比較して十分高く）ということの具体的な点を点検す

る必要がある。 

 

③全面的に吹抜けは、危険性や音の問題などがあるので、昇降口周辺に限定するという

方法も考えられるか 

 

④吹抜けを 2 階分程度にする案も検討する。 

 

⑤吹抜けに関しては次回さらに検討する 

 

 

4．次回さらに議論すべき項目 

①学童の扱い→別棟の方向で検討 

②オープンスペース方式と多目的室（少人数教室）方式について 

③コミュニケーションスペース、ランチルーム、視聴覚室などの扱い 

④屋上の設置 

⑤体育館の出入り、舞台の位置等 
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（９）ＫＪ法まとめ 

 




